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○静岡県藤枝市 

  健康マイレージをはじめとした『“健康・予防 日本一”ふじえだプロジェク

ト』の取り組みについて 

【所 見】 

 藤枝市では、定住人口増加のため「選ばれるまち 藤枝」を目指し、「めざそう！

健康・予防 日本一」をスローガンに掲げ、市民生活の基本となる「１健康」、「２

教育」、「３環境」、「４危機管理（交通安全）」の頭文字をとった「４Ｋ施策」を重

点的に、それらの日本一に向けた取り組みを行っている。さまざまなプロジェク

トを説明受けた中で、私は３点足利市にとって参考となるのではないかと感じた。 

 １点目は、健康無関心層にターゲットを当てたアプローチを行政が積極的に行

っている点である。藤枝市では、保健委員の活動に参加しない健康無関心層への

アプロ―チとして、今までにはない発想の転換や健康関心層と無関心層で対策を

変えてきた。例えば、健康を切り口ではなく、「楽しい、お得、達成感」といった

切り口から健康につながり、健康を考えてもらうような企画をすることである。

ウエブ版でアクセスのしやすさやゲーム性を取り入れることで、関心をもっても

らう仕掛けをしている。また、利便性を追求しアプリを導入するなど対策も進化

しており、健康無関心層に向け地域にあったアプローチの工夫が大切だと感じた。 

 ２点目は、「地域の賑わいづくり」と「健康づくり」が連動されており、イベン

トをきっかけに協力企業も注目されるようになり、結果的にそれを見たほかの店

も翌年度以降のイベントに協力的になり、地域が活性化され人も集まり、定住者

もふえる効果もあったということである。「健康づくり」だけが単独で存在しない

ように、その地域の資源やニーズに連動していくような仕掛けが大切だと感じた。 

 ３点目は、庁内健康部門以外の部局との連携による取り組みの広がりである。

藤枝市では、４Ｋの部署にはそれぞれの部局の政策を立ち上げる企画課を設置し

ており、さまざまな企画での部局を超えた連携のしやすさがあるのではないかと

感じた。また、４Ｋを市の重点課題をしており、どの部門もそれぞれの部署で４

Ｋを意識した取り組みも自発的に行っているとのことである。このような藤枝市

の健康無関心層にむけてのアプローチ、「地域の賑わいづくり」と「健康づくり」

の連動、そして、庁内健康部門以外の部局との連携の取り組みを参考にし、本市

の「スマートウェルネスあしかが」の取り組みを、さらに盛り上げていくよう努



 

力していきたいと思う。 

 

○東京都国分寺市 

  国分寺市プレイステーションについて 

【所 見】 

 国分寺市プレイステーションは冒険遊び場の一つで、特に市民と行政の協働が

進んでいると言われている。同施設は昭和57年に財団法人プレイスクール協会に

よって開設されて以来、財団職員であるプレイリーダーが常駐をしていた。平成

10年秋には市民団体「国分寺市プレイステーションの会」が設立され活動は順調

であったが、直後に運営上の都合から財団の撤退が決定した。しかし、存続を希

望する市民、行政、財団職員による話し合いが行われ、国分寺市が同施設を市立

社会教育施設と位置づけ、運営のための予算を確保するとともに運営を市民に委

ねる方法が検討された。そしてＮＰＯ法人冒険遊び場の会が誕生し、市が国分寺

市プレイステーション条例を平成12年に定めてバックアップ体制をとっている。 

 この団体は、子供たちが地域で生き生きと遊び、豊かな心を持って成長するこ

とを願っているため、多くの大人が子供の遊びを認め、まち全体が子供の豊かな

遊びを保証するような事業を行っている。プレーパークの公共性と遊びを通じた

身近な視点と、「まち全体を遊び場に」という大きな視点の両方から目標実現に向

かうアプローチであり、このことが「国分寺市プレイステーション」に関わる市

民やスタッフにとって、大きな魅力になっていると考えられる。また、市民・プ

レイリーダー・行政が協力して運営するプレーパークは、子供たちの成長を願う

人々を結ぶコミュニティーでもあると思う。 

 本市には平成26年12月にオープンし、３年が経過した「キッズピアあしかが」

があり、平成29年９月にはオープンから２年９カ月で入場者数50万人を迎えた。

「キッズピアあしかが」は、「子供たちが、天候に左右されずに、裸足で駆け回れ

る遊び場を」という、子育て世代の皆様から多くの熱い要望を受け、足利市が企

画し、設置運営主体の公募を経て、社会福祉法人足利むつみ会の協力により設置

した屋内子ども遊び場である。「キッズピアあしかが」には、子供から大人まで、

異年齢、異世代がともに集い、遊びを通して出会い、学び、助け合い、次世代に

つないでいってほしいと思いを込めた施設になっている。 

 引き続き、「キッズピアあしかが」を軸としながら、本市の子供たち、子育て世

代の皆様の交流の場、また、コミュニケーションの場の提供などを「国分寺市プ

レイステーション」を参考にしながら努力をしていきたいと思う。 


